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インターバンクの声 （2014 年 10 月 17 日） 
 

昨晩のドル円相場はロンドン時間において 105 円の半ばまで下落する場面も

みられたが、そこからはゆるやかに上昇に転じた。新規失業保険申請件数は

前週比 2 万 3000 件減の 26 万 4000 件(市場予想は 29 万件)と堅調であったこ

とが好感されたようだ。また、連日下落している米ダウは、序盤は軟調な展

開が続いていたが、徐々に下げ幅を縮小して前日の終値付近で引けた。一方、

セントルイス連銀のブラード総裁が債券購入プログラムの終了の先送りを検

討するべきだとの見解を示したことに好反応を示した。2 年ぶりの水準まで上

昇した VIX 指数も低下しており、落ち着きを徐々に取り戻しているようにも

見受けられる。 

本日は、イエレン議長、ローゼングレン・ボストン連銀総裁の講演が控えて

いる。今週は先週末のフィッシャーFRB 副総裁の発言に始まり、FED の要人発

言に相場が一喜一憂する場面が多い。本日も固唾を飲んで発言内容を見守る

ことになるだろう。 
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